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 要  旨 
 今日、日本における映画館スクリーン数（上映部屋数）の約 7 割をシネマコンプレックスが占
めている。従来、映画は単独施設である映画館で、いわゆる単館上映という形態で興行されてき









年間 600～800 本の作品のうち、数本以内に限られ、座席数が 300 を超えるような上映室が満席
になるような作品は、きわめて限定的であることも明らかになった。 
こうした観客動員に関する分析結果に基づき、映画作品の供給によるシネマコンプレックスで
の映画上映と観客動員のモデル化を行い、座席数と部屋割りを検討した。その結果、現状の作品
配給における興行では、部屋数を多くすることで新しい作品の上映機会を増やし、結果として座
席の稼働率を上げることが効果的であることを明らかにした。そして、このような部屋割りを行
うことで、年間数本しかないヒット作の出来に左右されることなく、安定した観客動員数を確保
することが、シネマコンプレックスの経営上の要点であることがわかった。 
 また、青森県内のシネマコンプレックスについてハフモデルを用いた集客力分析を行ったとこ
ろ、シネマコンプレックスの集客力はその後背地に抱える人口にほぼ依存し、複数のシネマコン
プレックスが競合している場合、各施設の規模（総座席数）と周辺地域からの道路距離によって
それらの集客比率がほぼ説明できることがわかった。 
 
